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P. 17 定理 0.2.9： “Archimedesの原理”⟶ “Archimedes性”

（間違いでは無いのですが、例のお風呂の話と間違われそうなので…）

P. 22 1.1.1上限と下限 L. 1： “第 v頁”⟶ “第 8頁”
（間違いです。頁番号の変更の時のチェックから漏れていました。）

P. 27 命題 1.1.17直後： “略証: ⋯終り.” ⟶（以下の通り）
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an = ∞を意味する。 終り.

（元のままでも間違いではありませんが、より単純で明確になったと思います。）

P. 28 定義 1.2.2： “(Napier / Euler数)”⟶ “(Napier / Euler数 1.2)”

P. 28 定義 1.2.2： “e 1.2”⟶ “e”
（なんだか eの 1.2乗みたいですよね。これは避けたいと思います。）

P. 28 脚注部分： “数であり、超越数と呼ばれる。”⟶ “数（超越数と呼ばれる）である。”
（超越数は eだけではなく、実のところ、実数の大部分を占めるものです。）

P. 33 L. -4 ∼ -3： “一方⋯一致する”⟶（以下の通り）
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∈ (−1, 1)のとき、すなわち

開区間 (1, 5)内で、収束して極限が左辺に一致する。
（主語が不明確でした。）

P. 58 定理 2.4.11略証 L. 2-3： “0（i ≤ r）かつ”⟶（トル）

P. 58 定理 2.4.11略証 L. 3： “f(r−1)”⟶ “F(r−1)”

P. 58 定理 2.4.11略証 L. 3： “可微分より”⟶ “可微分かつ F(r)(a)=0より”
（実は上の三つは間違いではありませんが、論旨がより明確になったと思います。）

P. 87 L. 4： “の容積m(I)とする”⟶ “に対してm(I)で表す”
（誤りです。よく考えたらこのm(I)は容積では無かったのでした…）

P. 120 L. -1： “‘Archimedes原理”⟶ “Archimedes性”


